
第
ヨ
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
考
古
學
の
栞

第
一
二
號
　
　
　
　
九
山
ハ
　
（
四
＝
二
八
）

羅

纂

考
・
古
・
學
　
の

　
一
第
二
童
　
　
資
　
　
斜
（
籔
）
肖

　
　
　
．
．
夏
、
造
跡
の
種
顛
、

　
　
　
　
　
　
を

　
ご
四
、
墳
墓
考
古
學
的
資
料
こ
し
て
最
も
普
通
に
し

て
且
つ
重
要
な
る
も
の
を
墳
墓
こ
な
す
。
さ
れ
ば
世
人
或

は
考
古
儒
者
を
以
て
「
墓
原
探
し
」
或
は
「
高
等
隠
坊
」
な
ざ

ど
呼
ぶ
も
亦
起
以
な
き
に
製
す
。
嫌
に
日
本
褒
賞
學
に
於

’
い
て
は
石
器
時
代
の
貝
塚
等
を
除
き
て
は
、
墳
墓
の
外
翼

ご
重
要
な
る
事
跡
な
き
を
以
て
、
へ
．
鎮
。
ξ
0
2
0
⑲
楓
o
h
ω
o
℃

三
十
ξ
。
、
．
の
語
の
特
に
適
切
な
る
を
畳
ゆ
の
籠
居
の
構
造
に

め
於
い
て
何
等
見
る
若
き
　
遺
物
を
残
さ
矯
る
人
民
罵
於
い
，
て

栞
、

．
（
第
三
回
）

　
女
學
士
’
濱
．
凪
㌃
耕
作

も
、
墳
墓
に
於
い
て
は
レ
却
っ
て
経
螢
を
嚴
に
し
其
の
遣

跡
の
今
日
に
見
る
叩
き
も
の
少
な
か
ら
ず
σ
即
ち
我
國
の

虹
き
も
其
の
．
一
例
な
り
。
吾
人
は
墳
墓
の
構
蓬
に
於
い
て

住
居
の
そ
れ
を
類
推
し
、
．
其
の
内
に
藏
む
る
遺
物
に
よ
サ

・
て
生
活
の
愚
輩
技
術
の
程
度
を
窺
ふ
可
く
、
宗
敷
を
研
究

し
美
術
を
考
察
す
る
も
の
皆
な
以
て
之
を
書
庫
こ
せ
ざ
行

。
ぼ
無
し
Q
然
れ
ざ
も
墳
墓
の
内
容
豊
富
な
る
に
比
例
し
て

，
掠
集
的
言
言
を
招
ぐ
こ
ご
從
っ
て
禦
ぐ
、
埃
及
支
那
の
加

き
は
古
代
よ
ゐ
之
を
專
業
と
せ
る
も
の
さ
へ
生
す
る
に
至
－

れ
ウ
ゆ
さ
れ
ば
考
古
學
者
を
し
で
或
は
「
墳
墓
を
登
見
す



の

も

る
は
易
く
、
其
の
内
に
何
者
を
か
遺
存
す
る
も
の
を
量
見

の
墳
墓
を
ば
じ
め
、
舌
代
の
諸
豪
普
現
今
の
野
回

す
る
は
難
し
」
ご
嘆

，
珍
ら
㌢
．
．
遊
欝
漁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㍉
（
曳
　
”
．
魁
　
．
「
鶏

　
◎
　
曳
　
　
　
　
　
◇
　
　
　
⇔
・
・
．
　
。
，
、
．

の
多
く
．
馳
稽
し
て
「
屈

葬
」
（
O
O
P
叶
「
勢
O
叶
O
山
　
げ
⊆
殊
…
9
一
）
ぎ
云
ふ
。
，
埃
及
の
王
朝
以
前

　
　
　
第
三
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
考
古
學
の
栞

せ
り
。

（
ド
、
モ
ル
ガ
ン
氏
二
軸
櫛
ル
）

第
三
號

　
　
に
も
最
も
屡
々

　
　
見
、
る
所
の
風
習

　
　
に
し
て
、
死
者

第

一
、
の
蘇
生
し
て
、
，

圖　
　
覇
を
將
來
せ
ん

填
　
こ
ご
を
恐
る
》

飯
信
仰
よ
り
出
で

朝冷
　
泥
る
が
如
し
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
5

肺
近
一
河
内
國
國

麟
府
村
に
於
け
る
㌧

墓
・
　
　
石
器
時
代
遺
跡

　
　
の
墓
地
を
登
掘

　
　
し
π
る
結
果
亦

　
　
だ
此
の
葬
法
に

　
　
依
れ
る
を
登
見

九
七
　
（
四
三
九
）



　
　
　
第
三
管
　
　
羅
　
纂
　
　
考
古
學
の
栞

　
一
凋
内
闘
…
府
村
の
轟
瓢
跡
は
大
｝
止
山
ハ
年
上
ハ
月
山
尽
都
帝
端
國
払
人
馬
始
め
て
之
を
鼓

　
掘
む
↓
爾
衆
鳥
居
龍
藏
，
本
山
彦
一
、
大
串
憧
…
二
等
の
搬
掘
あ
り
。
此

　
の
屈
騨
に
よ
れ
る
三
跡
数
＋
を
鳥
見
し
禽
ほ
石
器
土
器
其
他
を
獲
れ
る

　
こ
ε
己
に
蓮
べ
れ
る
が
如
・
し
。
繭
蝋
都
大
墨
－
の
嚢
掘
に
闘
む
て
は
【
同
大
墨
・

　
の
丈
科
大
嶺
考
古
學
研
究
報
告
第
ご
溺
を
見
よ
。
各
國
に
於
け
る
踏
舞

　
の
賭
例
も
嗣
書
に
誰
記
し
れ
サ
。

　
　
　
　
ゆ
　
ゆ
　
ゆ
　
さ
　
　
ゆ

　
ご
六
、
葬
法
の
種
類
　
石
器
時
代
に
於
い
て
も
屈
葬
の

外
「
洗
骨
」
即
ち
食
言
の
後
白
骨
を
取
集
め
て
新
に
葬
る
二

嘘
、
巳
に
埃
及
等
に
於
い
て
是
れ
あ
り
し
が
如
し
。
火
葬

は
我
國
に
於
い
て
支
那
を
経
て
印
度
よ
り
傳
は
り
も
は
奈

良
朝
に
近
き
頃
な
り
し
が
、
鰍
淵
に
於
い
て
は
却
て
早
く

請
銅
器
時
代
に
島
風
あ
り
、
エ
ト
ル
ス
キ
に
於
い
て
も
然

う
◎
且
つ
火
葬
は
士
葬
ご
並
行
し
て
行
は
れ
、
其
闘
蓋
し

も
人
種
上
の
幅
別
無
か
b
ぎ
O
埃
及
に
於
い
て
は
新
石
器

時
代
の
屈
葬
に
次
い
で
、
忽
劇
を
伸
長
し
で
之
を
葬
る
の

風
生
じ
、
後
ち
木
乃
伊
を
作
る
に
至
れ
り
。
而
か
も
其
の

葬
法
の
差
響
は
何
等
入
種
上
の
匿
別
を
示
す
も
の
に
非
す

ε
は
最
近
の
學
説
な
り
。
學
者
宜
し
く
此
等
の
諸
例
に
鑑

　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
　
九
八
　
（
四
四
〇
）

み
て
、
妄
り
に
葬
法
の
差
蓮
よ
り
蓮
糊
し
て
人
種
の
医
別

に
到
達
す
る
旧
れ
。
　
　
　
　
　
　
　
．
　
。

　
　
　
　
む
　
ゆ
　
す
　
　
　
　
み

　
二
七
、
墳
墓
の
種
類
　
新
石
器
時
代
よ
力
青
銅
器
時
代

に
入
り
て
は
ド
ル
メ
ン
（
α
9
H
蚕
・
）
及
高
塚
（
け
二
巴
氏
霧
）
等

の
新
様
式
を
生
じ
π
b
o
ド
〃
メ
ソ
は
三
個
の
側
石
ご
一

個
の
蓋
石
こ
よ
り
成
れ
る
原
始
的
の
石
室
に
し
て
、
之
よ
．

り
登
達
し
て
石
室
墳
墓
（
8
旧
離
。
『
8
ヨ
σ
・
夢
ま
。
8
薯
①
二
、
、

5
0
碧
σ
q
σ
q
養
び
）
こ
な
る
。
此
の
石
室
の
上
に
は
古
く
は
封

士
あ
り
ゃ
今
な
ほ
之
を
存
す
る
も
の
を
、
高
塚
ご
抄
す
る
な

り
。
但
し
殖
俗
に
は
凡
て
此
等
の
石
室
あ
る
墳
墓
を
ド
川

メ
ソ
ご
呼
ぶ
こ
ご
あ
り
。
我
國
に
於
け
る
古
墳
は
即
ち
主

こ
し
て
此
の
石
室
墳
墓
に
属
す
る
も
の
な
り
や
封
土
の
代

り
に
石
塊
を
以
て
積
み
だ
る
も
の
を
石
塚
（
9
一
三
）
ε
名
、

く
。
封
土
の
形
は
圓
、
欄
圓
其
他
種
々
あ
り
、
時
に
動
物

の
形
を
象
る
も
の
あ
り
。
我
國
に
於
い
て
は
圓
形
方
形
の

外
前
方
当
盤
の
如
き
特
殊
の
形
式
優
駿
毒
し
、
支
那
に
て

は
方
墳
殊
に
主
著
な
る
を
見
る
。
埃
及
に
於
い
て
は
古
く



の

マ
ス
タ
バ
（
ヨ
9
ω
5
げ
9
）
な
る
構
造
あ
り
。
次
い
で
金
字
塔
（

℃
図
養
ヨ
広
）
の
如
き
偉

．
大
な
る
建
築
を
生
す

る
に
至
れ
り
。
叉
た

墳
墓
の
石
室
を
自
然

の
懸
崖
に
窟
つ
こ
ご

は
、
各
國
に
於
い
て

屡
々
見
る
所
に
し
て
9

即
ち
横
穴
（
菊
8
ざ

6
9
8
ヨ
σ
）
ご
画
す

る
も
の
憐
れ
な
5
1
0

　
墳
墓
の
石
室
内
に
に
屍

　
　
体
を
そ
の
儘
葬
る
こ
ε

　
　
あ
る
も
馳
木
棺
、
石
棺
℃

　
陶
棺
等
に
入
れ
て
・
を
之
「

　
　
を
葬
る
を
常
ε
で
。
我

　
　
國
の
石
棺
に
掘
援
き
式

　
割
竹
式
、
箱
式
（
阿
波
式
石
棺
亡
も
云
ふ
英
語
の
所
謂
〇
一
鴇
）
あ
り
。
曲

　
　
　
．
第
三
巻
　
　
雑
・
纂
　
　
考
古
學
の
栞

　
等
に
關
す
る
聯
動
な
ろ
記
述
並
に
墳
墓
の
外
側
に
樹
つ
る
．
埴
輪
石
人
等

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
就
き
て
は
今
一
々

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
之
を
述
ぶ
る
の
暇
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
し
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蝋
㌧
琵
、
柱
居
等

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
胎
の
三
跡
　
住
居
の

　　

@　
@　
@　
@　
@　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
彌
・
胡
必
然
的
存
在
を
豫

　　

@　
@　
@　
@　
@　
@　
蝟
m
す
葛
、
文
化

　　

@　
@　
@　
@　
@　
@　
蝠
ﾒ
讐
畿
嫉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
、
其
の
経
螢
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
粗
略
に
す
る
を
以

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
各
國
共
に
旧
著

（
池
上
氏
寓
生
二
榛
ル
）
　
　
　
　
　
　
．
な
る
も
の
多
か
ら

す
。
大
ピ
ラ
ミ
ッ
ト
を
建
造
せ
る
埃
及
古
墨
國
の
時
代
の

　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
　
九
九
・
（
四
四
一
）



第
三
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
考
古
學
の
葉

如
き
も
、
住
居
宮
殿
寺
等
の
遣
跡
は
殆
ざ
全
く
之
を
見
る

こ
ご
無
し
。
自
然
の
洞
穴
若
し
く
は
簡
麗
な
る
小
屋
掛
に

過
ぎ
ざ
る
最
古
の
佳
宅
は
、
同
時
代
に
造
ら
れ
元
る
ド
ル

メ
ン
．
石
室
墳
墓
等
こ
の
聞
に
大
な
る
樫
庭
あ
り
。
故
に

考
古
心
尽
の
儂
値
に
至
り
て
は
遙
か
に
墳
墓
の
そ
れ
に
及

ば
ざ
る
な
り
。
さ
て
新
石
器
時
代
の
住
居
地
の
遺
跡
こ
し

て
退
し
き
も
の
は
、
所
謂
貰
塚
（
罎
｛
9
2
鼠
（
一
言
門
】
”
。
。
嘗
一
7

導
。
戸
菖
山
）
な
り
。
是
は
當
代
人
民
が
往
居
地
の
附
近
に
員

洋
画
骨
其
他
土
器
石
器
等
の
腰
物
を
投
棄
し
セ
乃
蕩
、
所
に

し
て
、
海
湖
の
附
近
に
存
在
す
。
現
今
の
海
岸
線
よ
6
若

干
の
距
離
を
有
す
る
は
、
其
の
時
代
の
古
き
を
讃
す
○
我

國
に
於
い
て
も
貝
塚
の
遺
跡
頗
る
多
し
。
．
叉
だ
貝
殼
の
集

積
な
く
、
土
器
石
器
等
の
競
物
の
地
上
に
轍
節
し
．
地
下

に
包
含
す
る
庭
あ
り
。
地
潜
中
に
鞍
懸
（
℃
ε
の
穿
元
れ

だ
る
を
想
像
せ
し
む
る
庭
あ
り
O
嫌
に
瑞
西
等
に
於
い
て

は
湖
底
よ
り
桟
を
打
ち
た
る
跡
ご
、
石
器
其
他
各
種
の
慰

物
を
登
冷
し
、
其
の
湖
上
往
居
（
；
冨
－
〔
芝
亀
一
霞
H
、
特
二
千

　
　
　
　
・
　
　
　
　
第
三
號
　
　
　
一
〇
〇
　
（
四
四
二
）

冨
三
2
・
℃
転
帰
ド
言
）
の
存
在
せ
し
を
知
れ
り
。
水
｝
に
非

す
し
て
低
愚
な
る
地
上
等
に
枕
を
打
ち
小
屋
掛
せ
る
遣
跡

は
北
伊
太
利
に
て
多
く
必
見
せ
ら
れ
量
り
。
之
を
’
ブ
ラ
マ

ー
ン
（
門
○
憎
騰
9
口
ρ
欝
腔
O
）
ご
云
ふ
。

　
属
八
塚
を
鼎
撃
補
に
研
究
ぜ
ろ
戟
丁
掠
の
鋤
甲
者
｝
ト
ム
ゼ
ン
（
日
7
2
μ
栃
O
＝
）
ス

　
テ
ー
ン
ス
ト
ル
ヅ
プ
（
3
摩
器
。
蕊
質
・
も
）
等
上
り
O
其
後
魯
瞬
に
於
い
て

　
其
の
研
究
起
れ
る
．
が
，
我
國
に
於
い
て
ほ
明
治
…
十
二
年
東
京
大
學
の
動

　
物
學
敢
授
米
人
モ
ー
ル
ス
（
ン
｛
O
盛
。
）
氏
の
東
京
附
近
の
大
森
貝
壌
を
蛋

　
掘
ぜ
ろ
を
以
て
繰
暦
こ
な
す
G
（
大
嶺
介
雛
古
物
燃
）
轟
は
北
米
フ
ロ
リ

　
ダ
の
上
蓋
を
フ
イ
㌣
ン
っ
ノ
．
着
6
6
式
共
に
稜
搬
ぜ
ろ
入
電
り
門
次
ゾ
で

　
常
総
各
地
の
貝
塚
多
く
盗
掘
ぜ
ら
れ
し
が
、
熱
田
地
方
の
貝
塚
は
漸
く

　
蓮
年
に
亙
り
て
研
究
ぜ
ら
る
。
我
國
に
於
い
て
貝
壌
以
外
の
石
器
時
代

　
澱
跡
に
は
竪
穴
遺
物
散
凹
地
、
同
包
含
地
等
あ
る
の
み
。
石
器
及
共
の

　
石
工
の
多
く
散
布
す
る
遺
勝
に
通
常
為
器
製
作
地
F
考
へ
ら
る
○
吉
墳

　
以
外
の
原
良
時
代
の
逡
跡
に
は
土
器
製
造
所
六
．
る
黙
跡
、
玉
茎
の
製
作

　
三
六
る
玉
造
の
逡
跡
等
あ
る
の
み
G

　
　
　
　
　
　
　
お
　
セ
　
お
　
ま

　
二
八
、
其
他
の
遺
跡
欧
洲
の
新
石
器
時
代
も
し
く
は

青
銅
器
時
代
の
遣
跡
こ
し
て
は
．
貝
塚
以
外
に
且
石
を
以

て
憐
寄
せ
る
諸
種
の
逡
跡
あ
り
。
メ
ン
ヒ
川
（
昌
お
巳
】
…
開
・
）
ご



了
す
る
も
の
は
一
基
は
多
激
の
互
石
を
並
立
せ
し
め
π
る

も
の
を
云
ひ
、
ク
ロ
ム
レ
ヒ
（
9
9
三
8
ε
ざ
は
亘
看
を
争

覇
に
廻
ら
せ
る
こ
ビ
、
英
國
の
ス
ト
ー
ン
ヘ
ン
ジ
（
ω
ε
⇔
？

｝
藁
踏
。
）
の
如
き
も
の
を
云
ふ
9
此
等
は
其
の
目
的
に
關
し

て
正
確
な
る
こ
ε
を
知
り
難
き
も
一
種
の
宗
敷
酌
意
義
を

漏
せ
し
も
の
π
る
や
疑
な
し
。
我
國
に
存
す
る
輪
欺
秘
所

　
カ
ウ
コ
　
イ
シ

謂
虫
籠
春
ご
湿
す
る
も
の
は
、
諸
説
め
る
も
近
家
は
圭
こ

し
て
城
郭
的
の
も
の
な
り
ご
考
へ
ら
る
。
家
屋
市
街
寺
院

等
の
濾
跡
は
練
兵
石
材
等
を
以
て
造
ら
れ
遮
る
諸
地
方
に

於
い
て
は
古
く
よ
り
其
の
遣
跡
め
う
○
其
の
地
上
に
完
存

す
る
も
の
を
除
き
て
は
、
多
く
か
高
き
丘
陵
欺
を
な
せ
り

○
渓
及
西
亜
等
に
於
い
て
斯
謂
｝
グ
〃
（
峠
聾
）
是
な
り
。
ク

ソ
ー
ト
島
に
て
は
希
漁
以
前
に
榮
ぬ
た
る
ミ
ノ
ス
時
代
に

宣
す
る
宮
殿
ク
ノ
ソ
悉
（
漏
ρ
8
鷲
・
・
）
フ
ェ
ス
ト
ス
（
｛
、
雰
？

乙・

W
切
）
等
を
ば
じ
め
グ
ル
！
ニ
ア
（
○
○
二
憎
三
ρ
）
の
市
街

の
選
跡
あ
り
○
紀
元
前
二
千
年
忌
痴
る
面
し
ご
云
ふ
。
三

盛
羅
馬
時
代
の
も
の
に
至
り
て
は
市
街
の
登
掘
せ
せ
ら
れ

第
三
巻
　
　
灘
　
纂
　
　
考
古
學
の
楽

し
も
の
頗
る
多
し
。
ヴ
ェ
ス
ヴ
ィ
オ
の
噴
火
に
よ
b
て
埋

没
せ
ら
れ
π
る
ポ
ン
ペ
イ
　
（
℃
o
ヨ
℃
o
嵩
）
　
ヘ
ラ
ク
レ
ウ
ム
（

甲
肖
。
養
巳
9
。
ニ
ヨ
）
の
爾
市
の
如
き
、
北
亜
弗
利
加
に
遣
存

せ
る
羅
馬
時
代
の
チ
ム
ガ
ッ
ド
（
円
圃
昌
蔭
己
）
の
如
き
は
、

市
街
の
化
石
こ
し
て
最
も
有
名
な
る
も
の
な
る
は
世
人
の

夙
に
熟
知
す
る
所
な
り
◎
其
他
ペ
ル
ガ
モ
ン
（
一
、
£
§
8
）

　
　
　
　
　
　
　
　

プ
ソ
嗣
子
（
囲
、
風
9
ゆ
）
の
如
き
も
顯
著
な
る
市
街
通
麗
跡
な

り
。
苦
し
そ
れ
寺
院
紳
祠
の
建
築
の
遺
跡
に
至
り
て
は
隔

其
の
完
形
を
存
し
、
遺
嘘
を
残
せ
る
も
の
各
繊
爆
げ
て
数

ふ
可
か
ら
す
。
皆
な
美
術
吏
建
築
史
の
費
料
こ
し
て
重
要

な
る
部
分
を
な
し
、
西
洋
の
考
古
學
君
が
特
に
興
昧
ご
努

力
ご
を
以
て
研
究
す
る
所
な
る
も
、
我
國
に
在
り
て
は
奈

良
朝
以
前
の
建
築
物
こ
し
て
、
法
隆
寺
等
に
撒
個
の
遺
物

を
残
存
せ
る
外
、
伊
勢
榊
宮
等
に
古
建
築
の
様
式
を
土
俗

學
的
に
傳
遣
せ
る
あ
る
の
み
Q
其
他
は
僅
に
堂
塔
の
礎
石

を
止
む
る
に
過
ぎ
ざ
る
は
、
材
料
の
性
質
よ
り
巡
れ
る
自
・

無
の
結
果
ご
は
云
へ
獅
か
貧
弱
の
戚
な
き
能
は
す
。

第
三
號
　
　
　
一
〇
一
　
（
脇
四
三
）



　
　
　
第
三
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
考
古
學
の
栞

　
支
那
に
於
い
て
は
古
墳
以
外
に
城
肚

　
其
他
の
逡
存
す
る
も
の
少
か
ら
ず
。

　
辣
に
近
年
饗
掘
ぜ
ら
れ
れ
る
も
の
に

　
河
南
省
潟
陰
懸
な
る
段
代
の
拙
凪
糠
な

　
り
。
雌
地
よ
叫
亀
田
・
面
骨
に
嘘
字
を
・

　
刻
ぜ
る
も
の
、
及
び
石
器
骨
器
銅
器
．

　
・
等
を
隠
見
ぜ
切
・
∩
（
羅
油
玉
氏
、
殿
櫨

　
古
器
物
圖
錐
）
二
六
丙
城
新
和
甘
薦

　
地
方
の
流
沙
の
中
よ
り
上
古
代
幽
居
．

　
佛
寺
等
の
墨
跡
を
（
デ
ソ
、
ス
タ
イ

　
　
ン
驚
グ
リ
ユ
ン
ウ
エ
ー
ヲ
ル
、
ル
コ

　
ツ
ク
，
大
谷
光
瑞
詩
氏
の
登
掘
し
て

　
古
代
丈
化
更
上
に
重
大
な
る
寄
興
を

　
な
ぜ
る
二
ご
は
今
更
贅
言
，
を
要
ぜ
す

　
満
洲
に
於
い
て
ほ
全
輩
は
曾
て
族
順

　
附
近
の
牧
羊
城
守
ピ
講
ず
る
も
の
を

　
試
掘
・
し
て
簡
漢
代
前
後
の
…
遺
物
を
獲

　
叢
る
こ
ピ
あ
り
Q

　
　
　
　
ゆ
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
む
　
も

　
・
二
九
、
逡
物
遺
跡
の
名
賢

臣
に
螢
見
せ
ら
れ
若
し
く
は
注

第
三
號
　
　
一
〇
二
　
（
四
四
匹
）

　
意
を
彿
は
る
、
に
至
り
し
遺
物
遺
跡

　
に
嘱
し
て
は
、
考
古
強
者
は
之
に
適

　
當
な
る
稽
呼
を
附
す
る
の
必
要
を
見

蝶．

驕
B
此
の
瘍
合
に
於
い
て
二
者
須
く

圖
自
己
の
臆
説
に
よ
る
時
代
も
し
く
は

　
人
種
等
に
本
く
名
薦
を
附
す
る
を
避

旧
く
可
く
、
泥
“
其
の
性
状
を
示
摘
し

メ
、
或
は
最
初
に
登
見
せ
ら
れ
π
る
地

謂
名
等
を
附
す
・
を
以
て
、
最
も
學
術

野
的
態
度
こ
な
す
。
何
者
自
己
の
學
説

P
は
漿
の
研
究
に
よ
り
て
之
を
攣
更

ル
す
る
の
日
あ
る
を
豫
想
す
る
は
、
軍

メ

ン
b
謙
護
な
る
態
度
な
る
の
み
な
ら
す

　
過
去
の
臨
界
の
歴
青
は
之
を
諮
し
て

　
絵
あ
り
G
さ
れ
ば
其
の
妾
説
の
憂
動

　
　
に
際
す
る
毎
に
名
．
総
を
攣
更
す
る
の

　
　
不
都
合
を
避
く
る
忌
め
に
は
、
豫
め

、

6



此
の
用
意
あ
る
を
要
す
。
然
る

に
我
國
に
於
い
て
は
由
來
丈
字

名
稗
の
末
に
關
．
し
て
議
論
多
く

働
者
好
ん
層
で
自
己
の
學
説
に
由

る
新
名
聡
を
冠
せ
ん
こ
す
る
の

弊
少
か
ら
ざ
る
は
戒
む
浮
き
な

翫
ソ
O希

騰
ア
ゼ
ン
ス
の
デ
イ
ビ
ロ
ン
門
外

よ
り
始
め
て
獲
見
也
ら
れ
れ
る
一
種

の
土
器
は
、
今
な
ほ
デ
イ
ビ
ロ
ン
土

器
ピ
樗
こ
，
ク
η
－
卜
島
カ
マ
ソ
ス

洞
よ
り
登
掘
し
て
學
界
の
注
意
を
惹

け
る
土
器
b
μ
之
を
カ
マ
ソ
ス
土
器
ご

云
ふ
。
我
國
に
於
い
て
も
本
郷
彌
生

町
よ
リ
曇
見
ぜ
る
一
種
の
土
器
》
彌

生
式
土
器
“
」
云
ふ
何
等
の
不
都
合
な

し
、
阿
波
式
石
棺
の
構
の
如
き
も
亦

れ
之
を
用
み
て
可
な
り
、
大
な
る
差

支
な
き
限
り
は
最
初
の
命
名
者
の
使

第
三
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
考
古
學
の
栞

議・
謙
遜
纏

饗
・
∵

圖四第トス國英

用
ぜ
し
文
字
ε
名
樗
ピ
に
從
ふ
可
・
し
。
か
の

金
石
併
用
時
代
の
如
き
も
、
伊
太
利
の
學
者

は
こ
あ
て
℃
巴
。
・
δ
2
8
理
三
。
c
ε
稽
・
し
れ

る
も
、
此
諮
1
1
拉
丁
語
ミ
希
言
語
の
混
合
に

て
亜
白
か
ら
す
建
て
宕
ぎ
巨
げ
a
二
μ
一
。
な
お

名
稗
を
使
用
ぜ
る
三
者
あ
る
も
、
畢
界
の
多

数
口
寧
ろ
前
者
を
慣
用
す
る
に
非
す
や
。
徒

に
新
名
罹
を
附
し
，
丈
字
を
穿
灘
〒
ろ
’
は
支

那
學
者
よ
り
邦
人
に
感
染
ぜ
る
蓮
弊
舷
り

妙
選
れ
ざ
も
深
壕
の
混
観
甚
し
き
か
、

”
或
は
適
當
な
る
機
會
あ
る
に
際
し
て

一
難
者
の
會
合
し
て
、
名
繕
の
協
定
を

焔
試
む
る
・
ど
は
固
よ
り
歓
迎
す
可
し

W．

痰
ﾖ
ば
一
八
六
七
年
巴
里
の
萬
國
人

　
類
學
先
史
考
古
學
會
に
於
い
て
亘
石

　
紀
念
物
の
名
鑑
を
定
め
髭
る
が
如
き

　
一
九
〇
〇
年
乱
臣
學
者
が
石
器
士
器

　
の
名
盤
及
部
位
の
樗
呼
を
協
定
し
π

第
三
號
　
　
一
〇
三
　
（
四
四
五
）

’



第
三
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
朝
鮮
の
白
丁
ミ
我
が
碗
鶴
子

る
が
如
き
下
れ
な
う
◎
余
輩
は
我
國
に
於
い
て
も
斯
の
如

き
會
議
の
開
催
せ
ら
れ
て
、
新
名
稔
の
一
定
せ
ら
る
ご
同
・

蒔
に
馬
考
古
學
者
が
協
力
親
和
す
る
の
扇
面
の
近
か
ら
ん

餓
叩
　
一
｝
一
脇
繊
　
　
　
　
一
（
）
四
　
　
（
一
四
四
山
姫
）

こ
ご
を
望
む
ご
共
に
、
そ
れ
迄
は
努
め
て
蕾
稽
呼
を
使
用

し
て
、
自
己
の
見
解
は
呉
の
注
脚
郷
説
こ
し
て
附
す
る
こ

ご
に
止
め
ん
こ
ビ
を
希
望
す
Q

（
此
章
完
了
）

朝
鮮
の
白
丁
竃

我
が
梶
今
寺

　
「
藝
丈
」
四
月
號
に
掲
げ
ら
れ
薫
る
今
西
攣
士
の
「
朝
鮮

臼
丁
考
」
は
、
近
時
に
於
て
余
輩
が
最
も
多
ズ
の
興
味
を

以
て
精
讃
し
π
る
論
文
の
一
な
り
き
。
朝
鮮
に
於
て
「
白

丁
」
な
る
語
が
、
和
漢
普
通
の
用
例
に
異
な
り
て
、
一
種

の
賎
民
を
表
は
せ
る
こ
ご
に
就
い
て
は
、
余
↓
い
輩
は
か
ね
て

甚
大
の
疑
惑
を
抱
懐
し
き
、
更
に
其
の
二
丁
な
る
賎
民
が

果
し
て
如
何
な
る
由
來
ご
洛
革
ご
を
有
す
る
か
に
間
し
て

我
が
賎
民
の
研
究
上
、
之
を
知
ら
ん
ご
欲
す
る
の
念
頗
る

切
な
り
き
。
而
も
余
輩
未
だ
親
し
く
、
之
を
調
査
す
る
の

機
を
得
ざ
り
し
が
、
今
や
今
西
君
に
よ
り
て
、
其
の
精
密

文
學
博
士

喜
　
田
　
貞
　
吉

な
る
考
讃
を
聞
く
を
得
元
り
。
行
れ
特
に
余
輩
に
取
り
て

最
も
楡
快
を
毒
す
る
所
な
り
こ
す
。

　
今
西
書
に
…
從
へ
ば
、
「
白
T
」
な
汚
、
語
は
朝
鮮
に
於
て
も

も
こ
は
本
邦
並
び
に
漢
士
の
用
例
の
如
く
、
常
民
の
丁
男

を
示
す
の
語
な
り
き
Q
而
し
て
別
に
「
才
人
r
「
禾
尺
な
る

賎
民
あ
り
。
共
に
漂
泊
流
移
の
特
殊
民
に
し
て
、
農
を
事

こ
せ
す
、
枷
器
を
作
り
、
狩
猟
に
從
ひ
、
馬
を
役
す
る
に

長
じ
、
屠
獣
を
業
こ
し
、
女
物
を
以
て
生
活
に
資
す
る
の

習
俗
を
有
す
○
而
も
其
の
爾
者
を
匿
別
し
て
言
へ
ば
、
才

人
の
方
は
歌
舞
遊
藝
に
從
広
し
、
特
に
其
の
配
偶
者
は
所


